
 

 

 

 

 

 今月号は先月号に引き続き「福岡市の人口」

というテーマで，平成16年の人口動態を紹介し

ます。 

 人口動態とは，一定期間内の人口の動きを集

計したもので，「出生」「死亡」の動きを表す「自

然動態」と，「転入」「転出」の動きを表す「社

会動態」の要素があります。住民基本台帳に基

づく人口動態は毎年１月～12月を集計期間とし

ています。 

 

１．自然動態 

◇平成16年の自然増加数は４,４６８人 

 平成16年の自然動態は，全市で出生数

12,978人，出生率（人口 1,000人当たりの出

生数） 9.70‰，死亡数 8,510人，死亡率(同

死亡数) 6.36‰で，その差の 4,468人が自

然増加数となり，その自然増加率(同自然増

加数)は 3.34‰となりました。 

 平成15年と比較しますと，出生数は 46人

減，死亡数は 192人増となり，自然増加数は

146人の減少となりました。（表２） 

 出生数が13,000人を下回ったのは，昭和41

年以来のことです。また，自然増加数は近年

減少傾向にあり，増加数は過去50年で最低と

なりました。（表３，図１） 

 

 

 

 

特 集 

平成16年 福 岡 市 の 人 口（２） 
～ 住民基本台帳による人口動態 ～ 

（平成16年９月30日現在）

人　　　口

総　数 男 女

全　市 608,510 1,337,576 639,168 698,408

東　区 114,044 260,871 127,774 133,097

博多区 93,088 178,516 87,477 91,039

中央区 83,894 153,610 68,418 85,192

南　区 107,303 241,714 114,960 126,754

城南区 54,151 119,516 57,512 62,004

早良区 85,710 205,757 98,184 107,573

西　区 70,320 177,592 84,843 92,749

市・区 世帯数

表１ 福岡市の世帯数及び人口 

平　成　１５　年 平　成　１６　年

前年比 前年比 前年比

％ ％ ％

全　市 4,706   13,024  8,318   4,468  △ 5.1 12,978  △ 0.4 8,510   2.3
(3.55) (9.81) (6.27) (3.34) (9.70) (6.36)

東　区 998     2,667   1,669   993    △ 0.5 2,647   △ 0.7 1,654  △ 0.9
(3.84) (10.27) (6.43) (3.81) (10.15) (6.34)

博多区 560     1,765   1,205   583     4.1 1,839    4.2 1,256   4.2
(3.18) (10.01) (6.83) (3.27) (10.30) (7.04)

中央区 399     1,256   857     367    △ 8.0 1,323    5.3 956     11.6
(2.65) (8.34) (5.69) (2.39) (8.61) (6.22)

南　区 892     2,356   1,464   723    △ 18.9 2,308   △ 2.0 1,585   8.3
(3.69) (9.75) (6.06) (2.99) (9.55) (6.56)

城南区 304     1,088   784     290    △ 4.6 1,044   △ 4.0 754    △ 3.8
(2.56) (9.16) (6.60) (2.43) (8.74) (6.31)

早良区 818     2,033   1,215   745    △ 8.9 1,906   △ 6.2 1,161  △ 4.4
(4.00) (9.95) (5.95) (3.62) (9.26) (5.64)

西　区 735     1,859   1,124   767     4.4 1,911    2.8 1,144   1.8
(4.18) (10.58) (6.40) (4.32) (10.76) (6.44)

注）下段（　）内は，当該年９月30日現在の人口1,000人あたりの数（‰）。

出生数 死亡数
自　然
増加数

出生数 死亡数
自　然
増加数

表２  自 然 動 態 



 ２．社会動態

◇平成16年は４,８５９人の転入超過 

 平成16年の社会動態は，全市で転入者数

76,348人，転入率（人口 1,000人当たりの

転入者数）57.08‰，転出者数71,489人，

転出率(同転出者数) 53.45‰で，その差の 

4,859人が社会増加数となり，その社会増

加率(同社会増加数)は 3.63‰となりまし

た。（表４） 

 平成15年と比較しますと，転入者数は 

1,618人減，転出者数は1,503人減となり，

社会増加数は 115人の減少となりました。 

 各区別に見ますと，東区及び南区で転出

者数が転入者数を上回る状態となりまし

たが，その他の区では転入者数が転出者数

を上回る状態となっています。 

 なかでも博多区及び中央区では，社会増

加数及び社会増加率ともに高い数値を示

しており，市外から両区への流入が，社会

動態における市の人口増の大きな割合を

占めています。 

 

 

平　成　１５　年 平　成　１６　年

前年比 前年比 前年比

％ ％ ％

全　市 4,974   77,966  72,992  4,859 △ 2.3 76,348 △ 2.1 71,489 △ 2.1
(3.75) (58.75) (55.00) (3.63) (57.08) (53.45)

東　区 83      14,203  14,120  △ 233 △ 380.7 13,500 △ 4.9 13,733 △ 2.7
(0.32) (54.69) (54.37) (△0.89) (51.75) (52.64)

博多区 1,033   13,423  12,390  1,577  52.7 13,608  1.4 12,031 △ 2.9
(5.86) (76.10) (70.25) (8.83) (76.23) (67.39)

中央区 2,058   12,931  10,873  2,268  10.2 12,966  0.3 10,698 △ 1.6
(13.67) (85.87) (72.21) (14.76) (84.41) (69.64)

南　区 △73    12,809  12,882  △ 422 △ 478.1 12,145 △ 5.2 12,567 △ 2.4
(△0.30) (52.99) (53.29) (△1.75) (50.25) (51.99)

城南区 92      5,968   5,876   354  284.8 5,897 △ 1.2 5,543 △ 5.7
(0.77) (50.27) (49.49) (2.96) (49.34) (46.38)

早良区 785     10,237  9,452   712 △ 9.3 9,993 △ 2.4 9,281 △ 1.8
(3.84) (50.11) (46.27) (3.46) (48.57) (45.11)

西　区 996     8,395   7,399   603 △ 39.5 8,239 △ 1.9 7,636  3.2
(5.67) (47.78) (42.11) (3.40) (46.39) (43.00)

注）下段（　）内は，当該年９月30日現在の人口1,000人あたりの数（‰）。

転入者数 転出者数
社　会
増加数

転入者数 転出者数
社　会
増加数

自然増加数 出生数 死亡数 自然増加率

人 人 人 ‰

平成　７年 5,959 13,021 7,062 4.81
平成　８年 6,560 13,431 6,871 5.25
平成　９年 5,718 13,056 7,338 4.53
平成１０年 5,864 13,454 7,590 4.60
平成１１年 4,938 13,000 8,062 3.85
平成１２年 5,186 13,158 7,972 4.02
平成１３年 5,366 13,243 7,877 4.12
平成１４年 4,959 13,135 8,176 3.77
平成１５年 4,706 13,024 8,318 3.55
平成１６年 4,468 12,978 8,510 3.34
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表３ 自然増加数,出生数,死亡数 

及び自然増加率の推移 

図１ 自然増加数,出生数,死亡数 

及び自然増加率の推移 

表４ 社 会 動 態 （ 市外移動 ） 



３．人口移動状況

(1) 地方別人口移動 

 平成16年中の人口移動を地方別に見ま

すと，九州・沖縄地方との出入りが最も多

く，転入者数は 48,901人（構成比 64.1％），

転出者数は 42,459人（同 59.4％）となり，

九州・沖縄地方については 6,442人の転入

超過となっています。次いで関東地方が多

く，転入者数は 10,955人（構成比 14.3％），

転出者数は 13,113人（同 18.3％）となり，

関東地方については 2,158人の転出超過

となっています。以下，近畿地方，中国地

方，東海地方と続きます。（図２，表５） 

 また，転入超過となっている地方は，九

州・沖縄地方のほか，中国地方，四国地方，

北陸・甲信地方，東北地方であり，転出超

過となっている地方は，関東地方のほか，

東海地方，近畿地方，北海道地方となって

います。福岡市全体の傾向として見た場合，  
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（単位：人）

平　成　１５　年 平　成　１６　年

地　　方 転入超過 転入超過

(△は転出超過) 構成比 構成比 (△は転出超過)

％ ％

総 数 77,966  72,992  4,974   76,348  100.0 71,489  100.0 4,859     △ 115    

北 海 道 549     460     89      518     0.7 525     0.7 △ 7      △ 96     

東 北 577     457     120     517     0.7 514     0.7 3        △ 117    

関 東 10,858  13,501  △2,643 10,955  14.3 13,113  18.3 △ 2,158  485       

北陸・甲信 647     567     80      646     0.8 561     0.8 85        5        

東 海 2,133   2,318   △185   1,996   2.6 2,340   3.3 △ 344    △ 159    

近 畿 5,435   5,821   △386   5,720   7.5 5,734   8.0 △ 14     372       

中 国 4,797   3,973   824     4,819   6.3 4,050   5.7 769       △ 55     

四 国 1,081   936     145     1,209   1.6 900     1.3 309       164       

九州・沖縄 50,852  43,710  7,142   48,901  64.1 42,459  59.4 6,442     △ 700    

国 外 1,031   1,226   △195   1,055   1.4 1,280   1.8 △ 225    △ 30     

不 明 6       23      △17    12      0.0 13      0.0 △ 1      16        

注)

転　　入 転　　出

転入超過
増　　減

転　　入 転　　出

高知県　九州・沖縄地方…福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県

東北地方…青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県　関東地方…茨城県，栃木県，群馬県，埼

玉県，千葉県，東京都，神奈川県　北陸・甲信地方…新潟県，富山県，石川県，福井県，山梨県，長野県

　東海地方…岐阜県，静岡県，愛知県，三重県　近畿地方…滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，

和歌山県　中国地方…鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県　四国地方…徳島県，香川県，愛媛県，

表５  地 方 別 転 入 ・ 転 出 者 数 

図２  地 方 別 転 入 ・ 転 出 者 数 



中国地方・四国地方，九州・沖縄から流入

し，関東地方，東海地方，近畿地方に流出

している，といえます。 

 

(2) 福岡都市圏との人口移動 

 福岡都市圏との人口移動について見ま

すと，転入者は13,264人（前年比△ 3.4％），

転出者は15,003人（同△ 3.4％）で，1,739

人の転出超過となりました。 

 過去10年の動きを見ますと，転出者数が

大きく減少しており，転出超過数も減少傾

向にあります。（表６，図３） 

 各地域別に見ますと，転入及び転出者数

では，ともに筑紫地域との移動が多く，次

いで糟屋地域，糸島地域と続きます。また，

転出超過数について見ますと，糟屋地域へ

の流出が最も多く，前年より244人減少し

たものの，817人の転出超過となっていま

す。以下，筑紫地域，糸島地域と続きます

が，この２地域は，前年より転出超過数が

増加しました。一方，宗像地域については

転入超過の状態となりました。 

 福岡市全体では転入超過であることか

ら，福岡市全体の傾向としては，福岡都市

圏外から福岡市に人口が流入し，福岡市か

ら福岡都市圏地域へ流出している，といえ

ます。（表７） 

＊    ＊    ＊ 

最新の福岡市の人口動態は，「人口速報」と

して，毎月10日頃，福岡市のホームページで

紹介しています。過去の数値は「ふくおかの

統計」各月号に掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者数 転出者数
転入超過数

(△は転出超過数)

人 人 人

平成　７年 12,197 21,499 △ 9,302
平成　８年 13,086 20,206 △ 7,120
平成　９年 12,596 17,520 △ 4,924
平成１０年 12,489 17,268 △ 4,779
平成１１年 12,661 16,490 △ 3,829
平成１２年 13,275 16,679 △ 3,404
平成１３年 13,463 15,591 △ 2,128
平成１４年 13,639 15,152 △ 1,513
平成１５年 13,726 15,526 △ 1,800
平成１６年 13,264 15,003 △ 1,739

表６ 福岡都市圏との人口移動の推移 

（単位：人）

転　入　者　数 転　出　者　数

地　　域

構成比 前年比 構成比 前年比 平成15年 平成16年
％ ％ ％ ％

総 数 13,726 13,264 100.0 △ 3.4 15,526  15,003  100.0 △ 3.4 △1,800 △1,739 

筑 紫 地 域 6,380  6,139  46.3   △ 3.8 6,813   6,830   45.5   0.2 △433   △691   

糟 屋 地 域 4,153  4,132  31.2   △ 0.5 5,214   4,949   33.0   △ 5.1 △1,061 △817   

宗 像 地 域 1,394  1,366  10.3   △ 2.0 1,436   1,309   8.7    △ 8.8 △42    57      

糸 島 地 域 1,799  1,627  12.3   △ 9.6 2,063   1,915   12.8   △ 7.2 △264   △288   

注)

転入超過数
（△は転出超過数）

筑紫地域…筑紫野市，春日市，大野城市，太宰府市，那珂川町　糟屋地域…古賀市，宇美町，篠栗町，志免町，須恵町，新宮町，

久山町，粕屋町　宗像地域…宗像市，福間町，津屋崎町，大島村　糸島地域…前原市，二丈町，志摩町
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図３ 福岡都市圏との人口移動の推移 

表７ 福岡都市圏との人口移動状況 


